
＜２０１６年１２月９日更新＞ 

第５回「酒田港港湾機能継続協議会」～机上訓練～を
開催しました 

 
「酒田港港湾機能継続協議会」は、酒田港における地震、津波などによる大規模災

害発生時に、国民生活や社会経済活動への影響を最小限とするため、行政機関や民

間事業者の協同体制により、円滑な緊急物資の受け入れや早期の港湾機能の回復を

行うことを目的に平成２５年度より開催しているものです。 

 ５回目となる今回は、｢酒田港港湾機能継続計画（港湾ＢＣＰ）｣をより実効性あ

るものとするため、本協議会としては初めての机上訓練を実施するとともに、問題

点や課題の抽出を行いました。 

 

 

記 

 
●第５回「酒田港港湾機能継続協議会」～机上訓練～ 

日時：平成２８年１２月８日（木）１５：００～１７：００ 

場所：酒田海洋センター（３階講堂） 

主な議題：・机上訓練の実施 

・｢酒田港港湾機能継続計画｣の改善点の抽出  など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は、別紙をご覧下さい。 

 

●別紙 

  ・【別紙１】会員名簿(PDF) 

  ・【別紙２】議事概要(PDF) 

机上訓練の様子 



（別紙１） 

｢酒田港港湾機能継続協議会｣ 会員名簿     （敬称略） 

 

 

No. 協議会 会員 

１ 酒田海陸運送株式会社 代表取締役社長 

２ 日本通運株式会社 酒田支店 支店長 

３ 酒田水先区水先人会 会長 

４ 酒田曳船株式会社 取締役社長 

５ 山形県漁業協同組合 代表理事組合長 

６ 酒田共同火力発電株式会社 取締役社長 

７ 酒田石油基地協議会 会長（東西オイルターミナル株式会社 酒田油槽所 所長） 

８ 東北東ソー化学株式会社 代表取締役社長 

９ 株式会社青南商事 酒田支店 支店長 

１０ 花王株式会社 酒田工場 工場長 

１１ NPO 法人庄内リサイクル産業情報センター 理事長 

１２ 酒田商工会議所 事務局長 

１３ 一般社団法人日本埋立浚渫協会 東北支部酒田港地区(株式会社本間組 山形営業所 所長)  

１４ 山形県港湾空港建設協会（株式会社丸高 代表取締役社長） 

１５ 財務省東京税関 酒田税関支署 支署長 

１６ 第二管区海上保安本部 酒田海上保安部 部長 

１７ 国土交通省東北地方整備局 酒田港湾事務所 所長 

１８ 山形県県土整備部 空港港湾課 課長 

１９ 山形県環境エネルギー部 危機管理・くらし安心局 危機管理課 課長 

２０ 山形県港湾事務所 所長 

２１ 山形県庄内総合支庁 総務企画部 総務課 防災安全室 室長 

２２ 山形県庄内総合支庁 産業経済部 水産振興課 課長 

２３ 山形県酒田警察署 署長 

２４ 酒田市商工観光部 商工港湾課 課長 

２５ 酒田市企画振興部 危機管理課 課長 



（別紙２） 

第５回 ｢酒田港港湾機能継続協議会｣ ～机上訓練～ 

議事概要 

 

日時：平成２８年１２月８日（木）１５：００～１７：００ 

場所：酒田海洋センター（３階講堂） 

 

１．机上訓練により、被害想定の確認、応急復旧の優先順位の検討、応

急復旧にあたっての課題の抽出を行った。   

 

２．応急復旧の優先順位として、緊急物資を取り扱う耐震強化岸壁や、

コンテナ、石炭、石油製品を取り扱う港湾施設を優先的に機能回復

することを再確認した。 

 

３．応急復旧においては岸壁のみならず道路など関連施設を含め一体的

に復旧することが重要であることを確認した。 

 

４．｢酒田港港湾機能継続計画｣の改善点として、構成員からの情報入手

ツールの多様化を図るため、酒田港ＢＣＰのホームページを改良す

ることが了承された。 

 

５．今後、｢酒田港港湾機能継続計画｣をより実効性あるものとするため、

訓練を交えながら、本協議会を定期的に開催していくこととなった。 


